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●土師質の当具について 握部は長さ8.0cm、断面は上端部で直径

3.9cmのほぼ円形をなし、当部に近づく

につれて太くなる。当部はやや外膨ら

みのカーブを描き、無紋。調整はナデ

で、握部にはてづくねで成形した際、

握り出した指の痕跡が明瞭に残る。

飛鳥池巡跡の当具は共に上届の工房

作業面から出土しており、他の出土遺

物からみて711ｔ紀後半のものである可

能性が商い。平城宮出土の当具は、８

世紀以降の包含届から出土している。

上記の当具に共通するのは①土師衝、

②有黒斑（野焼きである)、③当部が無

紋、の３点である。①。②から、当具

は土師器と同じ焼成法によっており、

これらの当具は土師器を作るための道

具であった可能性が商い。それでは７

世紀から８世紀にかけてつくられた土

師器に、③無紋の当共を使用してつく

られた痕跡はあるのだろうか。

７．８世紀の土師器難のなかには、

内面底部から休部にかけて円形状の凹

面がみられるものがある。また外而に

内而のIIil面に対応して平坦而も観察で

きる場合がある。これは成形の際内而

に当具を当てがい、外面を叩いたため

と考えらる。ここで今一度土師器韮内

面の当具痕を詳しく観察してみると、

さまざまなタイプのものがあることが

わかる（図20-3～6)。３．４には浅く丸

く凹んだ痕跡がある。凹面のなかには

微少な凸部がついており、それがそれ

ぞれ同一の形状を有し、かつ、同じ位

置関係を保っている。したがってこの

凹面は無紋当具の当たった面で、１１１１部

は当具本体の傷もしくは屯裂が、認の

器而にスタンプされたものと推定され

る。実際飛鳥池遺跡の当具１には当部

上而外側に数カ所の傷があり、この部

分を当てがった場合、４のようなスタ

ンプ痕がついたであろう。５．６は共に

同心円紋がついているが、５は当具に

同心円の刻みを入れたもの、６は無紋

の木製当典の木lFI部分が浮き出たもの

と考えられる。

以上の事実から、７．８世紀の土師

器艶には叩きの技法で作られているも

のがあり、誰内面に残る当具痕から当

具は、土製や木製、有紋か無紋かなど

多様であったことがわかる。民族例で

は当具に円石を使用したり、手を当て

る例も報告されている。実際、土師器

発内面に小さな窪みがみられる場合も

あり、断定はできないがこれらの方法

で製作していた可能性も残る。ともあ

れ今凹紹介した３点の当具は、土師器

蕊を製作するに際し、その技法の一つ

として、土師質無紋当具を使用してい

たことを裏づける資料といえよう。

（渡遷淳子）

飛鳥池追跡（飛鳥藤原第93次調査）

からは、土師質当具２点（42頁、図48）

が出土している。ここでは他遺跡の出

土例も含め、当具とそれを使用して作

られた土器について考えてみたい。

まず土師質当具について説明しよう。

飛鳥池遺跡で出土した当具１は土師質。

胎土は砂粒を含み粗く、明横色を呈す。

当部中央付近に黒斑がある◎全形は茸

形で当部が商径7.0cmのほぼ円形、握部

は一辺2.5cm、長さ1.5cmの直方体状をな

す。当部はやや外膨らみのカーブを拙

き、無紋。外側に数箇所の傷がある。

表而の調整はナデ。当部と握部の接す

る部分は指抑さえによるくぼみがある。

当具２も土師便。胎土は密で、淡鼓色

を呈す。当部中央付近と握部に黒斑が

みられる。全形は茸形で、当部が直径

4.4cmのほぼ円形、握部は長さ1.0cm、断

而1.8×1.4cmの楕円形を呈す。当部はわ

ずかに外膨らみのカーブを描き、無紋。

表面の磨滅が落しいため調整は不明で

ある。

平城宮第18次調査出土の当具(図19-

1）は土師質。胎土はやや粗で、黄褐

色を呈す。当部上面から側面にかけて

黒斑の付く箇所がある。全形は赦頭円

錐形。当部は商径7.8ｃｍのほぼ円形で、
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平城宮第１８次調音HLI十２．藤原宮第１６次調香器七(図20-3）
藤原宮第３６次調査出土（図20-s）
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図２０当具と使用痕
1．当具２．当具についた傷３～ａ土師器霊内面当具痕
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